
中期計画  【10-2】：国際拠点化を推進した希土類材料研究センターの実績を地域への貢献に活かすために、世界的な希土類の共同
研究の推進とその体制強化（成果例として国際共著論文比率の増加と質の高い論文の増加に繋がる研究の推進）

研究題目 地域産業に資するガラスリサイクルシステムの構築

研究グループメンバー

葛谷 俊博 しくみ解明系領域 准教授 (代表) 、 澤口 直哉 しくみ解明系領域 准教授、澤田 研 しくみ解明系領域 准教授、

関根 ちひろ もの創造系領域 教授

第4期の中期目標・中期計画の達成に貢献する研究概要

廃棄物

ガラス回収

工芸ガラス原料（母材）

廃ガラスの
品質

含有元素

建材用原料

機能性ガラス原料

着色用ガラス

アップサイクリングカスケード利用

Co、Mnなど

希土類（Ce）、チタン（Ti）など

解体時に出るガラスカ
レット、低品質廃ガラス

工芸ガラス

使用済み自動車から排出さ
れる廃ガラスは年間国内だ
けで15万トン、マテック石
狩支店で200トン

担当： 葛谷俊博（１）ガラスの分類、回収法の確立

研究の流れ 廃ガラスの表面改質
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